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早稲田大学環境総合研究センター・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

第 5 回運営会議 

議事メモ 
 

 

日時：2018年 5月 18日（金）15:15～17:30 

会場：福島県立ふたば未来学園高等学校（B 棟 2階福祉実習室） 

記録：李 洸昊 

 

出席者（敬称略）： 

 

松岡 俊二 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長 

早稲田大学アジア太平洋研究科・教授 

小松 和真 福島県広野町復興企画課・課長補佐 

鯨岡 晋悟 福島県広野町復興企画課・係長 

磯辺 吉彦 NPO法人・広野わいわいプロジェクト・事務局長 

島村 守彦 いわきおてんと SUN 企業組合・事務局長 

菅波 香織 未来会議・事務局長・弁護士 

南郷 市兵 福島県立ふたば未来学園高等学校・副校長 

石川 由佳子 福島県立ふたば未来学園高等学校進路指導部 

齊藤 貴之 福島県立ふたば未来学園高等学校企画研究開発部・常勤講師 

永井 祐二 早稲田大学環境総合研究センター・研究院准教授 

松本 昌弘 福島県楢葉町建設課都市計画係・主任主査 

福島県立ふたば未来学園高等学校高校生 

 

 

事務局 

李 洸昊 ふくしま広野未来創造リサーチセンター事務局 

 

 

1. 第 2 回ふくしま学（楽）会開催について 
 

（1）学（楽）会の方向性 

 第 1回ふくしま学（楽）会を踏まえ、今回は多世代が参加して議論を行うだけではなく、

具体的な提案とその実施可能性（事業化の実質的な可能性）までを考慮する。また、その

提案を作っていく中で、それに関連するアクターをどのように連携させていくのかも含め

て考慮する。 

 地元という意味をもう一度しっかり考え、既存の審議会や公への依存から脱却する必要

がある。提案を作ってお願いすることではなく、方向性を共有し、皆が一緒に考えていく

ことが重要である。必ずしも合意を目指すのではなく、緩やかな形を取っていく方向で進

めていく。 

 

（2）学（楽）会の目標 

学（楽）会の目標は、ある提案を事業など実施するどこか特定の主体に提示することで

はなく、社会への提案をしていくことが重要である。今から提案がどのようなものになる
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のかを決めつける必要はない。様々なバックグラウンドを持つ参加者が、それぞれの考え

方を持って議論を行う場にしたいと考えている。それぞれ異なる文脈から、フラットな場

でお互いの知恵を出しあうことが重要である。 

リサーチセンターの活動は、福島の復興課題を解決していく社会イノベーションの創造

を目指し、そのために様々なアクターによる場の形成とこうした場の展開を通じた新たな

アイデアの形成（知識創造プロセス）である。 

社会イノベーションの創造とは、マルチ・アクターによる場の形成（知識創造プロセス）

と社会的受容性の醸成（資源動員プロセス）によって可能になると考えられる。しかし、

今回の学（楽）会は、具体的な事業の実施のために民間や行政、NPOなどが関わる資源動

員プロセスではなく、知識創造プロセスとして位置づけたい。 

 8月の第 2回ふくしま学（楽）会を踏まえ、2019年 1月中下旬にもう一度学（楽）会を

開催し、議論を集約し、平成 30年度末に具体的な提案を作ることを目標としたい。 

 

（3）学（楽）会のテーマ 

 基本的には、①まちづくりと住民参加、②農林水産業の再生と風評問題、③再生可能エ

ネルギーとスマートタウン、④1F事故処理・廃炉と汚染水問題の 4つのテーマを考える。

テーマ①と④には、今まで行ってきた未来学園高校の未来探求研究も反映させていく。 

テーマ①については、3・11の経験を活かす防災まちづくりという高校生の観点を反映す

る。福島と似たような経験をした世界の国々に、福島の経験を伝えることができるように

したい。これを実現させるためには、取りあえず福島県民の防災意識を高めることができ

るような取り組みを考えていく。テーマ④についても今までの研究に基づいて様々な場で

発表および議論を重なってきた高校生の観点からの廃炉と汚染水問題を反映させていく。 

 

（4）学（楽）会のテーマ別実施体制 

 テーマ別にグループを作り、それぞれのテーマの具体的な提案を作るための会合を開催

する。どのような論点を立て、どのように議論を行うのかなどのアジェンダ・セッティン

グや話題提供などを考える。 

 

テーマ別グループ（敬称略） 

テーマ① 

まちづくりと 

住民参加 

テーマ② 

農林水産業の再生と

風評問題 

テーマ③ 

再生可能エネルギー

とスマートタウン 

テーマ④ 

1F 事故処理・廃炉と

汚染水問題 

【チーフ】 

小松和真 

（広野町役場） 

【チーフ】 

大手信人 

（京都大学） 

【チーフ】 

永井祐二 

（早稲田大学） 

【チーフ】 

菅波香織 

（未来会議） 

【メンバー】 

三橋美紀 

（未来学園生徒） 

石川由佳子 

（未来学園） 

南郷市兵 

（未来学園） 

松本昌弘 

（楢葉町役場） 

窪田亜矢 

（東京大学） 

【メンバー】 

磯辺吉彦 

（広野わいわい PJ） 

【メンバー】 

島村守彦 

（いわきおてんとSUN） 

鯨岡晋悟 

（広野町役場） 

【メンバー】 

遠藤瞭 

（未来学園生徒） 

齊藤貴之 

（未来学園） 

石川由佳子 

（未来学園） 

南郷市兵 

（未来学園） 

森口祐一 

（東京大学） 
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2. 今後の日程について 

 

6/15（金）15:00 第 6回運営会議＠未来学園 

7/26（木）15:00 第 7回運営会議 

8/4（土）午前・午後 第 2回ふくしま学（楽）会＠広野町 

8/5（日）～8/6（月） 第 3回福島第一廃炉国際フォーラム 

8/5（日）＠楢葉町コミュニティセンター 

「地元の皆様と考える 1F廃炉」 

8/6（月）＠いわき芸術文化交流館アリオス 

「技術専門家と考える 1F廃炉」 

 

以上 

 

 

 


